


乾燥製品向けカスタムセンターシールパウチと実用的な包装
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Details
 

カスタムセンターシールパウチは、縦方向の背面シームと横方向の端部シールを備えた平らな軟包装です。注文を承認する前に、製品保護、生産適合性、コストを評価できるよう、パウチ寸
法、フィルム構成、版下、充填条件をまとめて指定します。

食品ブランド、購買チーム、受託包装事業者向け： スナック、菓子、香辛料、その他の乾燥製品を段ボール流通または平置き陳列向けに包装する際、この形式は検討に値します。汎用的な袋
サイズや根拠のない賞味期限の約束ではなく、製品と充填方法から始めてください。

見た目が適切なパウチでも、用途に合わないことがあります。シール部に粉末が挟まる、背面シームに版下が隠れる、または充填ラインでフィルムの挙動が異なると、一見経済的な購入が不
良包装や納品遅延につながる場合があります。

実務的な解決策は共通仕様です。使用可能寸法を定め、候補ラミネートを選び、すべてのシール周辺の版下を確認し、生産を確定する前に充填済みサンプルを検証します。これにより、見積
もりは無関係な価格ではなく、同等の包装を比較するものになります。



このページの内容

センターシール平袋の特徴は何ですか？
寸法、材料、版下はどのように指定しますか？
サンプルを承認済み包装仕様にするには？
優先事項に合うパウチと調達方法はどれですか？
購買判断では何を指針にすべきですか？
包装ブリーフを比較可能な見積もりに変える

センターシール平袋の特徴は何ですか？ ↑
カスタムセンターシール平袋 は、カスタムプラスチック袋に含まれるカスタム平袋の一種です。特徴は背面の縦シームです。充填して閉じると、パウチはピロー状の外形になることがありま
すが、底マチ付きスタンドアップパウチではありません。

関連する購買用語には、背面シールパウチ、ピローパウチ、フィンシールパウチがあります。これらの名称は重なりますが、構造図の代わりにはなりません。特に、フィンシールとラップシー
ルは、背面でフィルムを接合する異なる方法を表します。

フィンシールは内側のシール面同士を接合し、突き出た、または折り畳まれたフィンを残します。ラップシールは内側面と外側面を接合するため、適合するヒートシール面が必要です。この
違いは フィンシールとラップシールの構造ガイダンス[1]で説明されていますが、構造名だけでより強いシールが保証されるわけではありません。

背面シームにより表面には縦シールがありませんが、裏面では意図的な版下面配置が必要です。原材料、説明、コードは、平面の版下プレビュー上だけでなく、シーム形成後も読める状態を
維持する必要があります。

購入品と完成包装も区別してください。既製パウチは指定された開口部から充填します。ロール原反は、適切な設備で成形、充填、シールされます。同じ完成ピロー形状の図面があっても、
これらの供給形式が互換になるわけではありません。

寸法、材料、版下はどのように指定しますか？ ↑



内容物と流通条件から始める

製品形態、目標正味重量、かさ密度、油分、粉末含有量、鋭利な端部の有無を記録します。充填温度、目標賞味期限、保管条件、輸送経路、真空包装またはガス置換包装の予定も追加します。
これらの詳細が、包装に求められる耐性を定めます。

目標性能と実証済み性能を分けてください。賞味期限は製品と完成包装で検証すべき要件であり、ラミネートを「高バリア」と呼ぶだけで確立される特性ではありません。液体、レトルト、
無菌、その他の専門用途には、別途適合性評価が必要です。

外形の長方形だけでなく使用可能空間を測る

図面上で外幅と外長をmm単位、総フィルム厚をμm単位、提案するシール幅を指定します。充填開口部と最終封止用に確保する領域を示します。これにより、名目寸法が同じでも供給
業者ごとに異なる使用可能包装サイズを見積もることを防げます。

容量、荷重適合性、内容品数は、実際の製品寸法、充填状態、サンプル検証に依存します。 軽量でかさばる内容物と高密度の粒状物は、外側のパウチ寸法が同じというだけで同じ容量にはで
きません。

仕様項目 記録内容 承認対象として残る事項
寸法 外幅・外長（mm）、充填開口部 使用可能容量と充填後形状
フィルム 層構成と総厚（μm） バリア性、シール性、取扱性能
シーム フィンまたはラップ構造、シール位置と幅 材料および設備との適合性
版下 表面、裏面、シーム除外領域、コード位置 可読性と印刷承認
商取引条件 デザインごとの数量、納入先、印刷方式 最小発注数量、価格、生産予定

これは仕様の枠組みであり、公表された対応範囲ではありません。利用可能な情報では、この品目について製品固有の工場測定値、最小発注数量、生産時間、単位重量、認証、試験結果は確
立されていません。これらの項目には、見積もり、サンプル承認、または裏付け資料が必要です。

保護要件に基づき候補ラミネートを選ぶ

PET/PE、PET/VMPET/PE、PET/AL/PE は、軟包装向けに評価すべき素材構成の候補です。これらは協議のための候補であり、本製品について確定した選択肢や性能仕
様ではありません。最終的な構成では、水分、酸素、光、物理的な取り扱いを総合的に考慮する必要があります。



候補構成 評価する理由 判断上の境界
PET/PE 適切な乾燥製品用途向けの透明ラミネートルート 酸素に敏感な内容物や長期保存品に十分な保護があると想定しない
PET/VMPET/PE 透明性が不要な場合の蒸着バリアルート 蒸着はアルミニウム箔層と同等ではありません
PET/AL/PE 厳しい保護要件向けの不透明な箔ラミネートルート コスト、取扱い、使用後段階の制約を評価する
単一素材PEルート 適合するリサイクルストリームに向けた可能なルート シール性能とバリア性能を検証し、回収対象の適格性は別途確認する

材料名だけでは酸素透過率または水蒸気透過率は確立されません。該当する場合は圧力基準も示して、OTRを__NUM_a__/(__NUM_b__·__NUM_c__)
で、WVTRをg/(__NUM_d__·__NUM_e__)で要求してください。各結果には試験方法、温度、湿度、試験対象構成が必要です。条件が一致しない数値比較は信頼できま
せん。

箔および蒸着の候補には加熱使用制限も必要であり、電子レンジ対応として提示してはなりません。透明な外観、より大きい厚み、金属調仕上げは、適切な材料仕様の代替にはなりません。

表面仕上げと背面シール構成を併せて選ぶ

マットとグロスは、サンプルで評価すべき外観方向です。背面シームは構造上の封止詳細であり、クリップ、留め具、取り外し可能なファスナーではありません。裏面が扱いやすく読みやす
い状態を保てるよう、提案する仕上げとともに折り畳まれたシーム形状を確認してください。

切り込みノッチと吊り下げ穴は、必要なシール領域を保てる位置に設ける必要があります。チャックまたはバルブは、この平袋仕様の標準機能ではありません。再開封またはガス抜きが不可
欠な場合は、その機能を版下に追加する前に構造と製造ルートを評価してください。

実際のパウチ図面に対して入稿前確認を行う

重要な表示は、背面シーム、端部シール、裁断縁、開封機能から離して配置してください。展開ファイルだけを確認するのではなく、成形後の向きを確認します。表面パネルが明瞭でも、裏
面で隠れたバーコードや原材料表示を補うことはできません。



意匠承認と機能承認を分けてください。デジタル校正は文言とレイアウトを確認できますが、最終的なフィルムの手触り、充填後形状、シール性能、実際の照明下での外観を確立するもので
はありません。承認済み版下の版を保管し、どの実物サンプルに対応するかを明示してください。

サンプルを承認済み包装仕様にするには？ ↑

生産前に充填・シールの工程を確立する

既製袋では、充填開口部をどのように閉じるかを確認します。ロール原反では、ウェブおよびロール仕様、シール配置、想定運転条件を含む設備要件を提示します。縦型または横型の製袋充
填シール設備との適合性は、提案材料で実証する必要があります。

温度、圧力、保持時間またはライン速度を連動した一組の条件として用い、候補構成を試作してください。成功した一つの設定だけでなく、許容運転範囲を記録します。ラミネートまたはシー
ル構造を変更した場合は、以前の設定を自動的に再利用するのではなく、見直しが必要です。



提案ルートでは、印刷、必要に応じたラミネート、該当する場合の熟成、パウチ成形またはロール仕上げ、検査を特定する必要があります。これらは計画段階であり、この製品の工場設備ま
たは能力を示すものではありません。生産日程には、印刷で始まり印刷で終わるのではなく、承認済み工程を含める必要があります。

シーム交点と包装全体を検査する

背面シームは横シールと、重点的な検査を要する接合部で交わります。しわ、汚染、局所的な厚み変化はシールを妨げることがあります。 センターシールのトラブルシューティング指針[2]

は、これらの接合部と製品粉塵を実務上の不具合懸念として示しています。これは工程指針であり、提示品目の試験報告書ではありません。

見た目上閉じている包装を、漏れ完全性の証拠として扱わないでください。同様に、強いシール帯があっても、パウチの別の箇所に穴がないとは限りません。受入計画では、外観、シール強
度、漏れ完全性、流通ストレスへの耐性を区別する必要があります。



確認項目 指定する試験方法またはアプローチ 重要な制約
シール強度 __NUM_f__；試験片幅、結果、破壊様式を報告する 強度だけでは漏れがないことを確立できない
漏れ完全性 ヘッドスペースを含む適切な包装には__NUM_g__、または適切な代替法 試験方法の適合性と検出限界は包装に適合しなければならない
内圧による大きな漏れ 該当する場合は__NUM_h__ 破壊試験であり、自動インライン検査を意味するものではない
破裂耐性 治具と条件を特定した上で、__NUM_i__または__NUM_j__ 結果は選択した設定に依存する
染料浸透 非多孔質包装について__NUM_k__を評価する 適用範囲を確認せずに多孔質医療包装の方法を代用しない
輸送ストレス 充填済み包装の取扱い、積み重ね、落下評価。該当する場合は高度条件調整 条件調整だけでは漏れ試験にならない

試験前に、実際の用途に対する合格／不合格基準を設定してください。 DLA包装品質仕様[3] は、調達文書がシール検査と強度要件をどのように結び付けるかを例示しています。その軍用
食品向け要件は、商用センターシールパウチの普遍的な受入限界ではありません。

サンプリング計画に合意し、試験した構成、ロット参照、設備設定、結果を保管してください。サンプルが不合格の場合、同じ構造を生産用に承認する前に、観察された不具合を解決します。
一般的な品質証明書は、提案包装に結び付いた証拠の代わりにはなりません。

食品接触文書を想定用途に適合させる

米国の食品用途では、関連材料および想定する食品接触条件に対応した文書を要求してください。 __NUM_l__[4] は、その規定に従う指定オレフィンポリマーを対象としていますが、
これを引用しても、印刷済みラミネート全体がすべての食品、温度、接触時間に適合することは確立されません。

制限のない「FDA承認済みパウチ」という主張を受け入れるのではなく、関連する層、接着剤、コーティング、インキの文書を確認してください。施設証明書が提供された場合は、その有
効性と適用範囲を別途確認します。ここでは工場認証または製品固有の食品接触承認を主張していません。

印刷前にリサイクル表示を確認する

単一素材設計であっても、路上回収の対象になるとは限りません。 __NUM_m__のStore Drop-offガイダンス[5] は、対象となるフィルム包装と、ほとんどの路上回収プロ
グラムで受け入れられる材料とを区別しています。リサイクル表示を承認する前に、包装全体と回収ルートを確認してください。このページは、この製品のラベル適格性を確立するものでは
ありません。

出荷と再注文を通じて承認済み仕様を維持する

梱包方向、段ボールへの積載、圧縮または穿刺からの保護に合意してください。充填済み製品を、想定する出荷形態で評価します。段ボールの入数と荷重限界は、実際の寸法、充填状態、サ
ンプル検証に依存し、空袋の写真では確立できません。

https://www.dla.mil/Portals/104/Documents/TroopSupport/Subsistence/Rations/cids/qapkg/Q-20177E.pdf
https://www.ecfr.gov/current/title-21/section-177.1520
https://how2recycle.info/about-the-how2recycle-label/store-drop-off-us-only/


再注文では、承認済み寸法、ラミネート、版下改訂、シーム形状、受入基準を特定してください。出荷前に、提案された代替を確認します。苦情については、漏れ、層間剥離、穿刺、印刷不
良を個別に調査できるよう、影響を受けた包装とロット詳細を保管してください。

優先事項に合うパウチと調達方法はどれですか？ ↑

価格比較の前に形式を比較する

形式 対応できる優先事項 評価すべきトレードオフ
センターシール平袋 明瞭な表面パネルと単純なピロー形状による乾燥製品包装 背面シームのレイアウトと限定的な自立表示
3方シールパウチ 平らな表示と小容量ポーション 使用可能空間、充填アクセス、用途別シール
サイドガセットパウチ 追加容量と異なる充填後形状 より複雑な折り目と局所的なシール要件
スタンドアップパウチ 直立した小売表示と再開封機能の可能性 異なる構造、材料使用量、充填要件

この比較は設計上の優先事項を示すものであり、価格、強度、漏れ耐性の保証された順位ではありません。液体に敏感な用途では、形式にかかわらず検証済みの材料とシールの選択が必要で
す。確実な直立表示が求められる場合は、平らなピロー包装をスタンドアップ袋のように機能させようとするのではなく、パウチを変更することが妥当な場合があります。

印刷経済性と材料性能を分ける

デジタル印刷は、試験導入、頻繁な版下変更、複数デザインについて検討するルートです。グラビア印刷は、セットアップ費用を生産ロットに配分できる継続数量で比較するルートです。ど
ちらの方式もバリア性能を確立するものではなく、この品目での利用可否は見積もりの対象です。

デザインごとの数量、セットアップ費またはシリンダー費、サンプリング費、再注文条件を別々に確認してください。立ち上げ時に使用できる量を超える印刷在庫が必要な場合、より低い単
価は誤解を招くことがあります。提示されたパウチ単価だけでなく、注文全体のコミットメントを比較してください。

日程では、サンプル承認、版下承認、生産、輸送を分けてください。製造時間は米国倉庫への納入時間ではありません。この品目について、品目別見積もりなしに固定の最小発注数量、価格、
生産期間、納入リードタイムは公表されていません。



購買判断では何を指針にすべきですか？ ↑
価格を依頼する前に供給形式を定める。 既製パウチと製袋充填シール用ロール原反では、異なる購買仕様が必要です。
性能要件を測定可能に保つ。 寸法、バリア条件、シール試験、受入基準は承認済み仕様に含めるべきです。
包装を承認する前に適用市場を確認する。 — EU包装規則は__NUM_n__年8月__NUM_o__日から適用され、食品接触包装に関するPFAS規制も含まれます
（出典[6]）。米国の文書だけではEU適合性は確立されません。
製品固有の商業的確認を求める。 最小発注数量、生産時間、単位重量、試験済み性能はこの品目について未検証であり、競合他社の仕様は代替になりません。

包装ブリーフを比較可能な見積もりに変える ↑
有用な出発点は、明確に定義された製品、充填ルート、流通要件です。そこから、寸法、版下、候補材料、受入確認をまとめて評価できます。これにより、購買判断は写真や単独の低価格で
はなく、用途に適合する包装に焦点を当て続けられます。

製品詳細、目標寸法、デザインごとの数量、充填方法、版下、納入市場を添えて、カスタムセンターシール平袋の見積もりを依頼してください。

[1]フィンシールとラップシールの構造：TedPackのメーカーガイダンスは、関連するパウチ用語と内面同士・内面と外面のシールを説明しています。この製品の能力を確立するもので
はありません。 ↩

[2]センターシールの不具合箇所：MIN SUNは、シーム交点、汚染、工程に関係するシール不良を論じています。これらの所見は製品固有の検査結果ではありません。 ↩

[3]用途固有の受入れ：DLA文書Q__NUM_p__は、特定の軍用食品包装に関する調達要件を示しています。そのしきい値は、ここで商用パウチ仕様として採用されていません。
↩

[4]オレフィンポリマーの食品接触：引用したeCFR規定は、指定ポリマーと適用条件を扱っています。包装全体の適合性には、実際の構成と想定用途の確認が必要です。 ↩

[5]米国のフィルム回収：__NUM_q__は、Store Drop-offの適格性と通常の路上回収との違いを説明しています。この品目についてリサイクルラベルの使用許可は主張して
いません。 ↩

[6]EU包装要件：欧州委員会による新しい包装規則の適用および食品接触PFAS規制に関する発表です。提案包装について、納入先固有の適合性を評価する必要があります。 ↩

Product Option

https://environment.ec.europa.eu/news/new-eu-rules-packaging-enter-application-2026-08-11_en

